
総額　376,160円

市民１人当たりに使われるお金※

総額　135,844円

市民１人当たりが負担する市税※

固定資産税
60,240円

市民税
56,737円

都市計画税
8,463円

市たばこ税
8,107円

軽自動車税
2,297円

民生費
137,313円

教育費
51,719円

※平成28年１月１日現在の人口（78,993人）をもとに計算

総務費
43,483円

衛生費
39,303円

土木費
38,101円

消防費
13,838円

公債費
37,915円

農林水産業費
6,106円

商工費
3,704円

その他
4,678円

歳　入
一般会計予算の構成

歳　出 予算平成28年度
総額
523 億 1,395 万円
（前年度比１億 9,484 万円減）

一般会計	 297 億 1,400 万円
特別会計	 169 億 2,723 万円
企業会計	 56 億 7,272 万円
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施
　
政
　
方
　
針

　
本
年
、
本
市
は
１
月
10
日
に
旧
本
庄
市

と
旧
児
玉
町
が
合
併
し
、
新
本
庄
市
と

な
っ
て
10
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
皆

さ
ま
と
共
に
た
く
さ
ん
の
課
題
に
向
き
合

い
、
一
歩
一
歩
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に

つ
き
ま
し
て
も
、
子
や
孫
の
た
め
に
胸
を

張
っ
て
バ
ト
ン
を
手
渡
せ
る
よ
う
、
皆
さ

ま
と
共
に
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
創
造

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

行
政
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

進
行
、
多
発
す
る
自
然
災
害
な
ど
、
現
代

社
会
は
常
に
困
難
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
急
速
に
進
む
人
口
減

少
問
題
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
、
そ
し
て

本
市
に
と
っ
て
も
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な

人
口
減
少
を
是
と
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
事
態

を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
て

も
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
「
備
え

る
」
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
方
創

生
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成

28
年
度
は
、「
人
も
地
域
も
元
気
で
健
康

な
都
市　

本
庄
」
を
目
標
に
、「
人
を
呼

び
込
む
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
、「
人
口
減
少
へ
の
対
応
」、「
地

域
経
済
の
活
性
化
」、「
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点
的
・
優
先

的
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　
わ
が
国
の
経
済
は
、
政
府
に
よ
る
景
気

対
策
等
に
よ
り
緩
や
か
な
景
気
回
復
基
調

が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
域
間
で
の
個

人
消
費
の
回
復
の
ば
ら
つ
き
や
生
産
活
動

の
弱
さ
が
見
ら
れ
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、

厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
る
状
況
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
で
す
が
、
歳
入
の
根

幹
を
な
す
市
税
に
お
い
て
は
、
法
人
市
民

税
の
税
率
改
正
等
に
よ
る
減
収
な
ど
に
よ

り
伸
び
悩
み
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
人
口
の
減
少
傾
向
や
、
社
会
保
障
経

費
の
増
加
、
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
に

対
応
す
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
28

年
度
の
予
算
編
成
は
、
既
存
事
業
の
見
直

し
や
新
た
な
発
想
に
よ
る
事
業
の
創
出
を

行
う
こ
と
で
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、

交
流
・
定
住
人
口
の
増
加
、
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、
地
域
連

携
の
促
進
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、
本
市

の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活
か
す
、
み
ん
な

で
育
む
、
安
全
と
安
心
の
ま
ち　
本
庄
～

世
の
た
め
、
後
の
た
め
～
」
の
実
現
を
目

指
す
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

本
庄
市
長

区　　分 予算額 増減率
一般会計 297億1,400万円 △ 0.1％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 98億5,855万円 △ 3.6％
住宅資金貸付事業特別会計 435万円 △ 9.6％
児玉南土地区画整理事業特別会計 １億1,998万円 △ 38.3％
農業集落排水事業特別会計 ６億7,015万円 11.8％
介護保険特別会計 55億   786万円 2.2％
後期高齢者医療特別会計 ７億6,634万円 7.9％

企業
会計

水道事業会計 26億5,531万円 4.6％
下水道事業会計 30億1,741万円 △ 2.7％

合　　計 523億1,395万円 △ 0.4％
※水道事業会計、下水道事業会計は、収益的支出及び資本的支出で集計

平成28年度の各会計予算が、

市議会第１回定例会で可決され

ました。

新年度予算の概要と、市が取り

組む主要事業を紹介します。

★財政課☎�１１６３

平成27年度３月補正予算紹介
　国補正予算を活用した、地方創生の加速化、人
口減少や社会保障、ＩＣＴ化に伴う情報セキュリ
ティ等、喫緊の課題に対応する事業として、平成
28年度に繰り越して実施するものです。

○上武絹の道運営協議会への参加　　３５６万円
○絹産業資料等の調査　　　　　　　３００万円
○時刻表等の設置　　　　　　　　　２００万円
○観光関連ホームページ改修への補助
　　　　　　　　　　　　　　　　　３００万円
○観光案内板の設置　　　　　　　　３００万円
○幼児教育無償化のためのシステム改修　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２万円
○年金生活者等への臨時的な給付金
　　　　　　　　　　　　　２億４，０７６万円
○情報セキュリティの強化　　　２，５００万円

297億
1,400万円

297億
1,400万円

歳出 歳入
市税
107億
3,073万円
（36.1％）

市債
45億

7,970万円
（15.4％）

国庫支出金
42億9,834万円
（14.5％）

地方交付税
38億5,000万円
（13.0％）

県支出金
19億1,106万円
　　　　（6.4％）

地方消費税交付金　12億8,100万円（4.3％）

繰越金　６億7,900万円（2.3％）
　繰入金　5億9,714万円（2.0％）
　　諸収入　４億5,192万円（1.5％）
　　　分担金及び負担金　４億4,628万円（1.5％）
　　　　地方譲与税　２億6,600万円（0.9％）
　　　　　使用料及び手数料　２億2,332万円（0.7％）
　　　　　　　財産収入　１億6,231万円（0.6％）
　　　　　　　　その他　２億3,720万円（0.8％）

その他　３億6,949万円（1.3％）

商工費　２億9,262万円（1.0％）

農林水産業費　４億8,232万円（1.6％）

消防費　10億9,313万円（3.7％）

公債費　29億9,504万円（10.1％）

民生費
108億
4,676万円
（36.5％）

総務費
34億3,485万円
（11.6％）

土木費
30億970万円
（10.1％）

衛生費
31億466万円
（10.4％）

教育費
40億8,543万円
（13.7％）


